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隠岐公演

隠岐島文化会館 大ホール

三十三間堂棟木之由来　平太郎住家の段

隠岐郡隠岐の島町西町吉田の二 ２番地
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会  場

文化庁文化芸術振興費補助金
（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）
独立行政法人日本芸術文化振興会

• 演目は都合により変更される場合があります。予めご了承ください。
• 録画・写真撮影はお断りいたします。
• 前売り券が定数に達した時点で販売を終了します。
• 車イスでの鑑賞をご希望の方は、グラントワまでお問い合わせください。

ご注意と
お願い

● その他人形解説もあります。

益田糸操り人形保持者会
寿三番叟
傾城阿波の鳴門　巡礼歌の段
三十三間堂棟木之由来　平太郎住家の段
山本一流獅子の一曲

出 演

演 目

［ 一般 ］５００円（前売・当日同料金）
［ 高校生以下 ］無料  

入場料

９月18日日チケット発売
■電話予約・来館購入（いずれも電話予約の場合、発売初日は12時より受付）

［ お問い合わせ ］島根県芸術文化センター「グラントワ」　tel.0856‐31‐1860
隠岐島文化会館　tel.08512‐2‐0237

● 隠岐島文化会館  8：30～22：00受付 tel.08512‐2‐0237
● 島根県民会館チケットコーナー  10：00～18：00受付 tel.0852‐22‐5556
● 島根県芸術文化センター「グラントワ」 総合案内カウンター
　9：00～18：00受付 tel.0856‐31‐1871

■インターネット購入(いずれも24時間受付、発売初日は10時より受付)
● ローソンチケット　Lコード【63501】　https://l-tike.com/
● 島根県民会館オンラインチケット「シマチケ」
  https://www.cul-shimane.jp/hall/ticket/

開場 15：00
開演 15：30

［ 主　催 ］ 
［ 共　催 ］ 

公益財団法人しまね文化振興財団（いわみ芸術劇場）・島根県
公益財団法人隠岐の島町教育文化振興財団（隠岐島文化会館）

※高校生以下の方は、無料入場券が必要です。
　あわせて、当日は年齢を確認できるものをお持ちください。（全席自由）
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古い猿楽芸を伝えているといわれ、狂言では能の翁と同じように祝言曲として取り扱われており、顔見世興行や
正月に芝居繁栄を祈るときにも演じられています。

寿三番叟　❖ ことぶきさんばそう

三十三間堂棟木之由来  平太郎住家の段　❖ さんじゅうさんげんどう　むなぎのゆらい　へいたろうすみかのだん

山本一流獅子の一曲　❖ やまもといちりゅう  ししのいっきょく

傾城阿波の鳴門  巡礼歌の段　❖ けいせいあわのなると　じゅんれいうたのだん

《 お客様へのお願い 》
● 37.5度以上の発熱、咳等の症状のある方、体調不良の方は
　ご来館をお控えください。　

じゅうろ ゆみ
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益田糸操り人形
保持者会
「会員募集」

演目解説（上演順）益田糸操り人形 - 隠岐公演 - 

殿様の刀を取り返すために盗賊となった十郎兵衛・お弓夫婦のもとに仲間から追っ手を知らせる手紙が届く。
お弓が夫の身を心配していると、そこへ巡礼の少女がやってくる。話を聞くうちに、その少女が、ふたりが国を出る
とき故郷に残してきた実の娘お鶴だとわかる。しかし今は盗賊の身。親子と名乗れば娘にも罪がかかるので名乗る
ことができない。親探しを諦めるよう言うものの、お鶴は聞き入れようとしない。お弓は親子の情に耐えかねて
お鶴を抱きしめ、また娘もいっしょに暮らしたいと願う。お弓は心を鬼にして、涙ながらにわが子を追い返そうと
する。しかし今別れてはもう二度と逢えないと思い直し、ふたたびお鶴のあとを追いかけていく。

熊野山中の柳の木の梢には、白河法皇の前生の髑髏がかかっており、法皇は風が吹く度に頭痛を起こされていた。
法皇の病気平癒祈願のため、その木を棟木として三十三間堂を建立する事になった。この柳は五年前に秋仲の鷹狩り
の際、鷹の足緒がからまって切られかかったところ、平太郎の一矢で免れた木である。恩返しのために人の姿となった
柳の精お柳は平太郎の妻になり、緑丸という子を設けていた。柳の木を切る音が聞こえる。お柳は苦しみに堪えつつ
平太郎に身の上を明かし、法皇の前生の髑髏を渡すと、これを手柄として出世するように言い残して消えて行った。
街道では柳の木を切って運ぼうとしたところ突然動かなくなり難渋していたが、緑丸を連れた平太郎が是非綱を
引かせてほしいと頼む。平太郎の木遣音頭で緑丸が綱を引くと、柳は易 と々動くのだった。

おめでたい獅子舞を操り人形で演じます。この演目の獅子は、糸あやつり
人形がこの地に伝わってきた当時のものです。

全国的にも貴重な糸操り人形を後世に残していく
ために、一緒に伝統を受け継いでいただける方を
募集しております。毎週金曜日に益田市立市民学習
センターに於いて練習しています。興味のある方は、
どうぞお気軽に見学にきてください。

なお、感染状況により予定を急遽変更する場合がございます。ご来場
の際は、ホームページ、またはお電話にてご確認ください。ご不便・ご迷惑
をお掛けいたしますが、ご協力いただきますようお願いいたします。


